
１ はじめに

PM２．５はその粒径の小ささから容易に肺深部に達し，

気道炎症や呼吸器のアレルギー性障害などを増長するほ

か死亡率・罹患率の増加にも寄与しているといわれてい

る。宮城県では２００２年度から自動車交通影響調査の一環

としてPM２．５の連続測定を実施しており，その調査結果

について昨年度に引き続いて報告する。

２ 測定地点及び測定方法

測定は周囲数キロにわたって工場や主要な道路など人

為的な発生源がほとんどないバックグラウンド的な意味

合いを持つ国設箟岳局，国道４号線沿道の名取自動車排

出ガス測定局及び環境局ではあるが県道に臨んだ多賀城

Ⅱ局の３地点で行った。測定方法は国設箟岳はフィル

ター振動法（TEOM法：東京ダイレック製TEOM１４１９），
名取自排と多賀城Ⅱはβ線吸収法（BAM法：柴田科学

器械製BAM－１０２０）である。また，同時に測定を行っ

たSPMはすべてBAM法である。

３ 測定結果と考察

３．１ 月平均濃度の推移

国設箟岳は２００２年４月から，名取自排は同年１２月から，

また多賀城Ⅱは２００４年４月からPM２．５の測定を開始した。
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県内の３ヶ所の大気汚染測定局でPM２．５の自動測定を実施した。月平均値は春から秋にかけて高く冬低くなる傾向

が見られた。米国環境局（EPA）で定めた基準と比較したところ，沿道局２ヶ所で年平均値（１５μg／逢）を超えた。

SPMに占めるPM２．５の割合（PM２．５／SPM比）は，特に低濃度測定局で冬季に１を超えるような高い値が頻繁に見ら

れたが，これはSPM計の測定精度に原因があるものと考えられた。自動車交通の影響を受ける測定局ではPM２．５濃度

は道路の風下側になった場合が高かったが，PM２．５／SPM比は逆に風上側の場合が１０％ほど高い結果が得られた。また，

黄砂ではSPMと共にPM２．５も濃度の増加が観測された。
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＊ 現 原子力センター 図１ 月平均濃度の推移



各測定期間中の月平均濃度の推移を同時に測定したSPM
とともに図１に示した。PM２．５はいずれの局も春から秋

にかけて高く冬期に低い傾向がある。しかし，名取自排

と多賀城Ⅱは夏期は道路から見て風下側になることが多

く，夏期の高濃度は自動車交通の影響も加わっているこ

とも考えられる。

これまでの結果をEPA（米国環境保護庁）で定めた

NAAQS（国家環境大気質基準）と比較した結果を表１

に示す。３局とも２４時間（日）平均値の９８％値はクリアし

ているが年平均値は名取自排及び多賀城Ⅱで基準を上

回っていた。注）

国設箟岳及び名取自排でのこの値は昨年度の報告値と

ほぼ同じであった。

注）国設箟岳のみ３年間の平均，名取自排局は２年間，

多賀城Ⅱ局は１年間のデータによる値。NAAQSで
は３年間の平均で評価するとしている。

表１ 米国環境基準との比較

３．２ SPMとの比較

PM２．５とSPMの月平均濃度の比は国設箟岳では０．４５～

１．６９，名取自排では０．５２～１．０３，多賀城Ⅱでは０．５６～

０．９４の範囲にあった（表２）。季節変化は国設箟岳を除

き冬期に低くなる傾向が見られるが明確なものではない。

国設箟岳ではPM２．５，SPMともに濃度が低くなる１１月～

２月ころ比の値が大きくなる傾向がはっきりしていると

ともに，この期間中はPM２．５濃度がSPM濃度を上回る月

が頻出している。

調査期間をとおしての平均は名取自排及び多賀城Ⅱは

いずれも０．７４で，これまでに報告されている値１），２）とほ

ぼ一致しているが，国設箟岳は１．００とやや異常な値と

なっている。

国設箟岳局は発生源となる工場や主要道路が周辺地域

にほとんどないため年間を通じてSPM濃度が低く，特に

秋から冬にかけての期間は１０μg／逢以下となることが

多い。使用したSPM計の精度は１００μg／逢以下の測定値

に対しては±１０μg／逢であり，月平均濃度が１０μg／逢

程度の低濃度域では測定精度がかなり悪化していると考

えられ，PM２．５／SPM比が異常な値となったものと考え

られる。因みにSPM濃度が１０μg／逢以上の場合につい

てのみ比を求めると０．７９となり，他の２局に近い値が得

られた。

３．３ 風向別PM２．５／SPM比

粒径２．５μm以下の粒子は主としてディーゼル自動車

やボイラーなど人為起源の粒子群からなるといわれてい

る。名取自排及び多賀城Ⅱでの自動車交通の影響を見る

ため，測定局が道路に対して風上側（Windward）にな

る場合と風下側（Leeward）になる場合での違いを調べ

た。

PM２．５，SPMともいずれの測定局でも当然のことなが

ら風下側（L）のほうが高く，増加分及び増加割合（L／
W）は多賀城Ⅱより名取自排のほうが高かった。これは

交通量の違いによるものと考えられる。

PM２．５／SPM比は名取自排及び多賀城Ⅱ局ともに自動

車交通の影響が少ないと考えられる風上側（W）のほうが

予想に反して高く，すなわちSPMに占めるPM２．５の割合

が小さく，風の影響がより強く出るであろう風速が

２．０m／s以上ある場合に限っても名取自排では同様の結

果が得られた。この原因として，それぞれの測定機器の

分粒性能を含めた精度の問題，自動車から排出される粒

径スペクトルがバックグラウンドに対し２．５μmより上

の領域にシフトしている可能性，などが考えられる。今

後アンダーセンサンプラなどによる詳細な調査が必要で

あろう。

－９２－

表２ 月平均値のPM２．５／SPM比

表３ 風向別月平均濃度



３．４ 黄砂の影響

２００２年３月から４月にかけて全国的に近年になく顕著

な黄砂が観測された。図２に４月９日から１１日にかけて

観測された黄砂の国設箟岳での濃度推移を示した。

PM２．５でもSPMと同様に９日午前中から濃度が上がり始

め１０日にピークに達した後１１日まで高濃度で推移し，黄

砂にもかなり細かい成分が含まれていることが分かる。

PM２．５／SPM比は黄砂影響のあった期間中はあまり変化

は無くほぼ一定であった。黄砂影響が比較的小さかった

と考えられる同年５月の月間平均値と黄砂の影響のあっ

た期間のPM２．５／SPMを比較すると，５月期の０．６７に対

し黄砂時は０．５６とやや小さかった。

図２ 黄砂時の粒子状物質濃度の推移

４ まとめ

宮城県内の３ヶ所の大気汚染測定局でTEOM法（１ヶ

所）及びBAM法（２ヶ所）によりPM２．５の自動測定を

１～３年間実施した。月平均値の推移では３局とも春か

ら秋にかけて高く冬低くなる傾向が見られた。月平均

PM２．５／SPM比はBAM法の局では０．５２～１．０３で期間を通

しての平均は２局とも０．７４であったが，国設箟岳局では

０．４５～１．６９とばらつきが大きくかつ期間平均も１．００と異

常な値が得られ，低濃度域での測定精度に問題があるた

めと考えられた。次に，沿道測定局での自動車交通の影

響を調べた結果，道路の風上側になった場合と風下側に

なった場合での濃度比は１．３～１．８で風下側の濃度が高

かったが，PM２．５／SPM比は逆に風上側が１０％ほど高い

結果が得られた。また，２００２年春の黄砂ではSPMと共に

PM２．５も濃度の増加が観測され，黄砂期間中PM２．５／

SPM比はほぼ一定で０．５６であった。

参考文献

１）若松伸司編：大気中微小粒子状物質・ディーゼル排

気粒子に関する研究の動向と今後の課題，国環研報告

R－１７２－２００２，pp５，（２００２）

２）根津豊彦，坂本和彦：大気環境学会誌 ３７，A１－

A１２（２００２）

宮城県保健環境センター年報 第２４号 ２００６ －９３－


